
熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会「第３回理事会」、 

令和２年度県内クラブ交流大会「第２回実行委員会」合同会議事要旨 

日時 令和２年１０月２日（金）午後６時から午後８時 

場所 県民総合運動公園陸上競技場内１階「１０４・１０５会議室」 

出席者 

水野・山中・石原・内富・齋籐・桐原・廣田・橋垣・甲斐・林田・福永・原・大山・

永嶋（理事１４名）大滝・野田・脇坂（プロジェクトメンバー３名） 

永田・太田黒（事務局２名） 

 会  議  内  容 

１ 開  会 

２ あいさつ 水野会長 

３ 議長選出 

４ 報  告 

（１）SC全国ネットワーク関係について（資料 P1～7） 

  ①九州ブロック総合型クラブ「第１回オンラインミーティング」について 

  ②SC全国ネットワーク常任幹事会について 

 ・齋籐理事長から、資料のとおり報告。 

（２）障害者スポーツコンソーシアム「しょうがいスポーツリンゲージくまもと」について（資 

料 P8から 10、別添 2部） 

 ・事務局から、NPO法人 A-lifeなんかんがスポーツ庁委託事業として実施している障がい 

者スポーツ事業について報告。 

・アンケート調査が行われたが、回収率が悪かったことを報告した。さらに、中央ブロック 

からは障がい者スポーツに取組ニーズがなかったため、今後もさらに取組の成果を周知する 

旨報告した。 

（３）イトメン夏期売上について（資料 P11） 

 ・齋籐理事長から、資料のとおり報告。 

 ・本協議会の収入及び使途について、山都ふれあいスポーツクラブから意見があった旨説明 

し、意見聴取したところ、NPO法人長洲にこにこクラブでも同じような意見があったとのこ 

とだった。 

・本協議会としてのメリットを創出していくため、イトメンとの協議により、販売価格の値 

下げや送料の負担等提案していく余地があるのではないかとの意見となった。 

（４）ブロック別事業について（資料 P12～13、北ブロックから別紙報告書） 

 ・北ブロックは、桐原理事から８月に実施した人吉での復旧支援事業について報告。 

  今後も実施予定であるため、全ブロックに呼びかけられた。 

 ・中央ブロックは、特に報告なし。 

 ・南ブロックは、内富理事から７月に開催した連絡調整会議について資料のとおり報告。 

 議  事 

（１）研修会の開催について（資料 P14～16） 

 ・齋籐理事長から、本年度の研修会の開催方法について説明。 

 ・開催内容案について、協議いただきたい旨説明。 

 



―協議の結果― 

 ・１０月中にまず LINEでのオンライン研修会を行う。 

 ・研修内容を再度観ることができる仕組みづくりをする必要がある。（YouTube開設等） 

 ・オンラインが不慣れなクラブのことも考えて、段階的なサポートも検討する。 

６ 実行委員会 

（１）熊本市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会交流会について（資料 P17） 

 ・齋籐理事長から、当初は県内クラブ交流大会として熊本市総合型地域スポーツクラブ連絡 

協議会交流会と合同で実施する予定であったが、新型コロナウイルス感染症の懸念の声や、 

総合型クラブの普及の意味合いが薄いことから、合同開催を断念した旨説明。 

― 協議の結果 ― 

 ・異議なし。 

（２）県民スポーツの日「ふれあいスポーツ」について（資料 P17～21） 

 ・齋籐理事長から、資料のとおり説明。 

 ・実施方法等意見聴取したい旨説明。 

― 協議の結果 ― 

・新型コロナウイルス感染症対策について、同会場で活動する熊本県スポーツ振興事業団 

（施設の指定管理者）とも打ち合わせ、徹底した対策ができるよう準備する。 

・スタッフ配置について、参加者の動静等を鑑みて配置する。詳細は事務局に一任。 

・県内クラブには、１０月２週目までに周知を行い、参加者募集を促す。 

（３）県内クラブ交流大会の開催について（資料 P17） 

 ・事務局から、２月までに何某かの事業実施について意見をいただきたい旨説明。 

 ・オンラインでの交流や、災害地への復興事業を交流事業と位置付けること等も提案。 

 ― 協議の結果 ― 

 ・時間が来たため、継続審議事項となった。 

 ・１０月中に理事でのオンライン体験を行い、その場で協議する。 

（４）総合型クラブ啓発 PR事業について（資料 P17） 

 ・事務局から、今後も実施できる方法があれば意見をいただきたい旨説明。 

 ・時間が来たため、説明のみ。 

７ 閉  会 

  

 


